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平面図（6）
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平面図（7）
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平面図（8）
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平面図（9）
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平面図（10）
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平面図（11）
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平面図（12）
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平面図（13）
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平面図（14）
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平面図（15）
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平面図（16）
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平面図（17）

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

平面図（17）

【No.B015】

27  120
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平面図（22）
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平面図（23）
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平面図（24）
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平面図（26）
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平面図（27）
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平面図（28）

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

平面図（28）

【No.C004】

38  120



平面図（29）
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平面図（30）
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平面図（31）
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平面図（32）
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平面図（33）
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平面図（34）
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平面図（35）
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平面図（36）
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【No.D006】
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平面図（38）
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平面図（39）
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平面図（40）
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平面図（42）
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平面図（43）
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平面図（44）
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平面図（45）
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平面図（46）
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切削オーバーレイ工検測対象範囲（設計図書に記載の起終点）
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上層路盤 t=16～20cm

※1.橋梁部に摺り付ける施工端部は、転圧不足にならないよう入念に転圧を行うものとする。

※2.土工部摺り付けには、端部処理 t=4cm（コンクリートカッター）を行うものとする。

※3.タックコートは切削面だけでなく側面及び起終点部の側面についても散布すること。

※4.切削オーバーレイ工の設計図書における施工範囲表示は上図のとおりであるが、表層端部の施工についても設計図書に従い確実に実施すること。

※5.切削オーバーレイ工の単価項目名称にQがついているものに関してはタックコートにPKM-T-Qを使用するもの。
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ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※5　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※5　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※5　PKM-T-Q)0.4L/㎡ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※5　PKM-T-Q)0.4L/㎡

高機能舗装Ⅱ型

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※5　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※5　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※5　PKM-T-Q)0.4L/㎡

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※5　PKM-T-Q)0.4L/㎡

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工縦断図(1)
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100
人力等によるはつり

伸縮装置

検測対象範囲

表層 t=4cm

橋梁レベリング層 t=3.5cm

100
人力等によるはつり

伸縮装置
ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

止水目地工C 止水目地工C

※1.橋梁部に摺り付ける施工端部は、転圧不足にならないよう入念に転圧を行うものとする。

※2.タックコートは切削面だけでなく側面及び起終点部の側面についても散布すること。

40
3
5

オーバーレイ工BQ(t=4cm)

レべリング工A

高機能舗装Ⅱ型

レベリング層(FB13)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

床版防水工C

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

床版防水工C 床版防水工C

関越自動車道　橋梁部

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工縦断図(2)
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※1.橋梁部に摺り付ける施工端部は、転圧不足にならないよう入念に転圧を行うものとする。

※2.土工部摺り付けには、端部処理 t=4cm（コンクリートカッター）を行うものとする。

※3.タックコートは切削面だけでなく側面及び起終点部の側面についても散布すること。

※4.切削オーバーレイ工の設計図書における施工範囲表示は上図のとおりであるが、表層端部の施工についても設計図書に従い確実に実施すること。

橋梁部摺り付け

土　工　部橋　梁　部

土工部摺り付け

端部処理

（コンクリートカッター t=4cm）

表層 t=4cm
基層 t=6cm

100
人力等によるはつり

100
人力等によるはつり

土工部摺り付け

端部処理

（コンクリートカッター t=4cm）

100
人力等によるはつり

伸縮装置

首都圏中央連絡自動車道　土工部

首都圏中央連絡自動車道　土工部～橋梁部

4
0

切削オーバーレイ工BQ(t=4cm)

切削オーバーレイ工BQ1(t=4cm)

高機能舗装Ⅱ型

切削オーバーレイ工検測対象範囲（設計図書に記載の起終点）

土工部摺り付け

端部処理

（コンクリートカッター t=4cm）

表層 t=4cm
基層 t=6cm

100
人力等によるはつり

表層 t=4cm
基層 t=6cm

切削オーバーレイ工検測対象範囲（設計図書に記載の起終点）

4
0

60

切削オーバーレイ工BQ2(t=10cm)

高機能舗装Ⅱ型

基層用遮水性As

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

止水目地工C

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡
ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡
ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡ ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡
ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工縦断図(3)
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※1.橋梁部に摺り付ける施工端部は、転圧不足にならないよう入念に転圧を行うものとする。

※2.タックコートは切削面だけでなく側面及び起終点部の側面についても散布すること。

※3.切削オーバーレイ工の設計図書における施工範囲表示は上図のとおりであるが、表層端部の施工についても設計図書に従い確実に実施すること。

100
人力等によるはつり

伸縮装置

首都圏中央連絡自動車道　橋梁部
検測対象範囲

表層 t=4cm

橋梁レベリング層 t=3.5cm

100
人力等によるはつり

伸縮装置

止水目地工C

オーバーレイ工BQ(t=4cm)

レべリング工A

高機能舗装Ⅱ型

レベリング層(FB13)

40
3
5

床版防水工C

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

止水目地工C

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡
ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

100
人力等によるはつり

伸縮装置

首都圏中央連絡自動車道　橋梁部
検測対象範囲

表層 t=3.5cm

100
人力等によるはつり

伸縮装置

止水目地工C

切削オーバーレイ工EQ1(t=3.5cm)

表層混合物(タイプA) 35

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Ｑ)0.4L/㎡ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡
ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

床版防水工C床版防水工C

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工縦断図(4)
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端部処理

（コンクリートカッター t=4cm）

表　層 t=4cm

100
人力等によるはつり

端部処理

（コンクリートカッター t=4cm）

100
人力等によるはつり

首都圏中央連絡自動車道　料金所レーン部(t=8cm)標準縦断図

表　層 t=4cm

切削オーバーレイ工検測対象範囲（設計図書に記載の起終点）

中間層 t=4cm中間層 t=4cm

40
40

切削オーバーレイ工BQ1(t=8cm)

高機能舗装Ⅱ型

中間層(SMAⅡ型)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

※1.摺り付けには、端部処理 t=4cm（コンクリートカッター）を行うものとする。

※2.タックコートは切削面だけでなく側面及び起終点部の側面についても散布すること。

※3.切削オーバーレイ工の設計図書における施工範囲表示は上図のとおりであるが、表層端部の施工についても設計図書に従い確実に実施すること。

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Q)0.4L/㎡

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工縦断図(5)
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40高機能舗装Ⅱ型

750
3500

3500（3750）

35003000（3250）

750
設計幅員 3700

200
突起型路面標示B2-1

150
路面標示標準型A1

150200

n％

300

2.0％

関越自動道　土工部（t=4㎝）標準断面図

路面標示標準型A1突起型路面標示B2-1

40表層混合物

設計幅員 3700

設計幅員 3500（3750）

追越車線

第二走行車線第一走行車線

補修前（既設） 補修後（新設）

関越自動車道　土工部（t=4㎝）舗装構成図

※1.（）内の幅員は川越IC～本庄児玉IC区間。

※2.ステップ1では、高弾性上層路盤用混合物及び基層用遮水性混合物による舗設で復旧し交通開放する。

※3.ステップ2では、上記基層用遮水性混合物のうち4㎝を後日切削オーバーレイ工B(t=4㎝)・切削オーバーレイ工B1(t=4㎝)・切削オーバーレイ工B2(t=4㎝)・切削オー

バーレイ工BQ1(t=4㎝)で施工する。

※4.切削オーバーレイ工の単価項目名称にQがついているものに関してはタックコートにPKM-T-Qを使用するもの。

60
40

26
0～

30
0

35003000（3250）

750

150200

300

2.0％

表層混合物

関越自動道　土工部（t=26・27・30㎝）標準断面図

路面標示標準型A1突起型路面標示B2-1

設計幅員 3700

設計幅員 3425

基層混合物

第二走行車線第一走行車線

補修前（既設） 補修後（新設）ステップ1

10
0

基層用遮水性As

　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ(PK-3)0.8L/㎡

アスファルト

安定処理

16
0～

20
0

高弾性上層路盤用

混合物

　止水目地工B

補修後（新設）ステップ2

60
40高機能舗装Ⅱ型

基層用遮水性As

関越自動道　土工部（t=26～30㎝）舗装構成図

26
0～

30
0

16
0～

20
0

26
0～

30
0

16
0～

20
0

　止水目地工B

　止水目地工B 　止水目地工B

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

追越車線

35003500（3750）

高弾性上層路盤用

混合物

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

　止水目地工B

200
突起型路面標示B2-1

150
路面標示標準型A1

設計幅員 3500(3750) 設計幅員 3700

n％

設計幅員 3500(3750) 設計幅員 3575

　止水目地工B

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡ ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡ ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡ ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡ ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡ ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡ ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ-Ｑ)(※4　PKM-T-Q)0.4L/㎡

切削オーバーレイ工B(t=4cm)・切削オーバーレイ工B1(t=4cm)・切削オーバーレイ工B2(t=4cm)・切削オーバーレイ工BQ1(t=4cm)

切削オーバーレイ工D2-1(t=30cm)・切削オーバーレイ工D2-1Q1(t=30cm)・切削オーバーレイ工D2-1Q1(t=27cm)・切削オーバーレイ工D2-1Q1(t=26cm)・切削オーバーレイ工D2-1Q2(t=26cm)

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工横断図(1)

標準施工横断図(1)
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関越自動車道　長大橋　標準断面図

関越自動車道　長大橋舗装構成図

35
40

75

高機能舗装Ⅱ型

レベリング層
(FB13)

補修後（新設）ステップ2(3)

床版防水工C

75

35
40表層混合物

補修前（既設）

粗粒(レベリング)

補修後（新設）ステップ1

基層用遮水性As75

※1.本線床版面調査範囲はRC床版の場合設計幅員の全幅を全面開削で行うものとする。

関越自動車道　中小橋　標準断面図

3000 3500 3500 3500 750
第一走行車線 第二走行車線 追越車線路肩

200 150 150
路面標示標準型A1

200
突起型路面標示B2-1

n％

側帯

35
40

75

高機能舗装Ⅱ型

レベリング層
(FB13)

関越自動車道　中小橋舗装構成図

補修後（新設）ステップ2

床版防水工C

75

35
40表層混合物

補修前（既設）

粗粒(レベリング)

補修後（新設）ステップ1

基層用遮水性As75

設計幅員 3700(既存防水層あり）

RC床版：路面切削工A2・レベリング工B（ステップ1）

路面切削工A1・床版防水工C・レベリング工A・

オーバーレイ工BQ（ステップ2）

　止水目地工B

2250 3500 3750 3500 750

設計幅員 3750(既存防水層あり)

第一走行車線 第二走行車線 追越車線路肩

200 150
路面標示標準型A1

150
路面標示標準型A1

200
突起型路面標示B2-1

n％

側帯

設計幅員 4250(既存防水層あり）

　止水目地工C　止水目地工B

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

RC床版：路面切削工A2・レベリング工B（ステップ1）

路面切削工A1・床版防水工C・レベリング工A・

オーバーレイ工BQ（ステップ2）

RC床版：路面切削工A2・レベリング工B（ステップ1）

端部防水工（ステップ２）

路面切削工A1・床版防水工C・レベリング工A・

オーバーレイ工BQ（ステップ３）

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

　床版防水工C 　床版防水工C

小山川橋 小山川橋

片山橋

　床版防水工C

　端部防水工

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工横断図(2)

標準施工横断図(2)
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1000 3500 2500

7000

設計幅員 3500

ﾗﾝﾌﾟ 車線路肩 路肩

200

200

（路面標示標準型B1）

（路面標示標準型B1）

60
40

60
40

10
0

10
0

切削オーバーレイ工BQ1(t=10cm)

ｎ％

関越自動車道　ランプ土工部標準断面図

高機能舗装Ⅱ型

基層用遮水性As

表層混合物

基層混合物

補修前（既設） 補修後（新設）

関越自動車道　ランプ土工部舗装構成図

　止水目地工B
　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡
　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKＭ-Ｔ‐Q)0.4L/㎡

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工横断図(3)

標準施工横断図(3)
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40高機能舗装Ⅱ型

首都圏中央連絡自動道　土工部（t=4㎝）標準断面図

40表層混合物

補修前（既設）

首都圏中央連絡自動道　土工部（t=4㎝）舗装構成図

500350035002500

500

200
突起型路面標示B2-1

150200

n％

300

路面標示標準型A1突起型路面標示B2-1

設計幅員 3700 設計幅員 3700

追越車線走行車線

切削オーバーレイ工BQ(t=4cm)
切削オーバーレイ工BQ1(t=4cm)

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡
　止水目地工B　止水目地工B

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

補修後（新設）

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡ 　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工横断図(4)

標準施工横断図(4)
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40高機能舗装Ⅱ型

首都圏中央連絡自動道　土工部（t=10㎝）標準断面図

補修前（既設）

首都圏中央連絡自動道　土工部（t=10㎝）舗装構成図

500350035002500

500

200
突起型路面標示B2-1

150200

n％

300

路面標示標準型A1突起型路面標示B2-1

設計幅員 3700 設計幅員 3700

追越車線走行車線

切削オーバーレイ工BQ2(t=10cm)

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡ 　止水目地工B
　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

補修後（新設）

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡ 　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

60基層用遮水性As

10
0

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡
　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡ 　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　止水目地工B

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

40表層混合物

60基層混合物
10

0

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工横断図(5)

標準施工横断図(5)
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首都圏中央連絡自動車道　中小橋　標準断面図

2500 3500 3500 500
走行車線 追越車線

PC床版：打換工A（ステップ1）

路面切削工A2・床版防水工C・レベリング工A・

オーバーレイ工BQ（ステップ2）

路肩

200 150
路面標示標準型A1

200
突起型路面標示B2-1

n％

側帯

首都圏中央連絡自動車道　橋梁部（鋼床版）　標準断面図

首都圏中央連絡自動道　橋梁部（鋼床版）舗装構成図

※1.本線床版面調査範囲はPC床版の場合、損傷大の箇所、中程度の箇所、小程度の箇所、

　損傷無しの箇所の、各1箇所（計4箇所）を打換工Aで行うものとする。

35
40

75

高機能舗装Ⅱ型

レベリング層
(FB13)

首都圏中央連絡自動道　中小橋舗装構成図

ステップ2 補修後（新設）

床版防水工C

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T‐Q)0.4L/㎡
　止水目地工B

75

35
40表層混合物

補修前（既設）

粗粒(レベリング)

ステップ1（床版面調査）

基層用遮水性As75

35表層混合物(タイプＡ)

補修後（新設）補修前（既設）

500350035001750

9250

設計幅員 3700設計幅員 3700

追越車線走行車線

切削オーバーレイ工EQ1(t=3.5cm)

側帯

200150
路面標示標準型A1

200
突起型路面標示B2-1 突起型路面標示B2-1

路肩

n％

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T‐Q)0.4L/㎡
　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T‐Q)0.4L/㎡

設計幅員 3700（既存防水層あり）

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

設計幅員 3700（既存防水層あり）

　止水目地工B

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T‐Q)0.4L/㎡
　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T‐Q)0.4L/㎡

突起型路面標示B2-1

路面切削工A2・床版防水工C・レベリング工A・

オーバーレイ工BQ

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

35表層混合物

太田ヶ谷橋 仲橋橋

　床版防水工C 　床版防水工C

秋川高架橋 秋川高架橋

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工横断図(6)

標準施工横断図(6)
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1000 3500 2500

7000

設計幅員 3500

ﾗﾝﾌﾟ 車線路肩 路肩

200

200

（路面標示標準型B1）

（路面標示標準型B1）

60
40

60
40

10
0

10
0

切削オーバーレイ工BQ1(t=10cm)

ｎ％

　首都圏中央連絡自動道　一車線ランプ土工部標準断面図

高機能舗装Ⅱ型

基層用遮水性As

表層混合物

基層混合物

補修前（既設） 補修後（新設）

首都圏中央連絡自動道　一車線ランプ土工部舗装構成図

　止水目地工B

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

3500設計幅員　3500

500

切削オーバーレイ工BQ1(t=8cm)

　止水目地工C

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

40表層混合物

補修前（既設） 補修後（新設）

首都圏中央連絡自動道　料金所レーン部（t=8㎝）舗装構成図

40
40

80

高機能舗装Ⅱ型

中間層(SMAⅡ型)40

80

中間層(SMAⅡ型)

　トールアイランド

n％n％

首都圏中央連絡自動道　　料金所レーン部（t=8㎝）標準断面図

2200

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡
　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡
　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

　ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q)0.4L/㎡

注）平均摩耗深さは以下とする。

　　関越自動車道：3.6㎜

　　首都圏中央連絡自動車道：5.0㎜

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

標準施工横断図(7)

標準施工横断図(7)
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75

100
ﾗｯﾌﾟ幅100mm100

車線境界施工段階詳細

横断勾配上流側端部

75 75

仮舗装一次施工舗装

伸縮装置仕上り詳細図

75

10

伸縮装置

床版防水工C

高機能舗装Ⅱ型
ｎ％

高機能舗装Ⅱ型

40

40

レベリング層用混合物
レベリング層用混合物

 止水目地工C 止水目地工C

床版防水工C

75

横断勾配下流側端部

床版防水工C

高機能舗装Ⅱ型
ｎ％

40

レベリング層用混合物

100

75

100

路面標示標準型　A１
150

75

床版防水工C二次施工開始前 路面切削工A1 レベリング工A・オーバーレイ工BQ

7575
路面標示標準型　A１

150

75 75

既設舗装

75

既設舗装

路面標示標準型　Ａ１
150

75

床版防水工C切削開始前 路面切削工A1・A2 レベリング工A・オーバーレイ工BQ

7575
路面標示標準型　A１

150

床版防水工C

養生砂 床版防水工C

既設床版防水層 既設床版防水層既設床版防水層

新設床版防水層 新設床版防水層 新設床版防水層

養生砂撤去

路面切削工A1・A2

路面切削工A1

一次施工舗装

一車線のみ施工の場合

二車線又は三車線施工の場合

検測範囲 検測範囲
検測範囲

※ ※

※

※舗装立上り部までを
施工範囲とする。　

※舗装立上り部までを
施工範囲とする。　

※舗装立上り部までを
施工範囲とする。　

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

床版防水工C施工端部詳細図

床版防水工C施工端部

詳細図

69  120



75

端部防水工　施工完了時

端部防水工

基層用遮水性混合物

※舗装立上り部までを
施工範囲とする。　

600

仮舗装

珪砂

基層用遮水性混合物

端部防水工 端部保護

端部防水工A

端部保護材

75

200

1
9
5

30

12
0

30

1
9
5

1
9
5

検
測

範
囲

珪砂

既設舗装

600

基層用遮水性混合物

75

1
9
5

路面剥取

※1.端部防水工の中に、路面剥取、端部保護材、仮舗装の費用を含む。

※2.仮舗装施工時には珪砂養生を含む。

検測範囲

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

端部防水工詳細図

端部防水工詳細図
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追
越
車

線

20
0

2
00

突起型路面標示B2-1

突起型路面標示B2-1

圏央道　標準部路面標示

800012000 12000

15
0

走
行
車

線

路面標示標準型A1

第
二

走
行
車

線
追

越
車
線

20
0

2
00

突起型路面標示B2－1

突起型路面標示B2-1

800012000 12000

15
0

関越道　標準部路面標示

800012000 12000

15
0

走
行
車
線

路面標示標準型A1

路面標示標準型A1

突起（リブ）間隔400

突起（リブ）間隔400

標
示

幅
20

0

5m
m

以
上

※ 突起(リブ)形状は任意とする。

突起型路面標示B2-1

突起（リブ）

突起（リブ）

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

路面標示工 詳細図（1）

路面標示工 詳細図（1）
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縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

路面標示工 詳細図（2）

路面標示工 詳細図（2）
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設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

路面標示工 詳細図（3）

路面標示工 詳細図（3）
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路面標示工 詳細図（4）

路面標示工 詳細図（4）
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図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

路面標示工 詳細図（5）

路面標示工 詳細図（5）
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縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

路面標示工 詳細図（6）

路面標示工 詳細図（6）
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所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

床版排水工B詳細図

床版排水工B詳細図

排水処理パイプ詳細図 排水処理パイプ設置平面図

床版排水工B 数量表
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関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

樹脂系薄層舗装工詳細図(1)

樹脂系薄層舗装工詳細図(1)
川島IC Eランプ平面図
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図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

樹脂系薄層舗装工詳細図(2)

樹脂系薄層舗装工詳細図(2)

川島IC Aランプ平面図 新座TB平面図
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関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

止水目地工詳細図

止水目地工詳細図
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路面剥取

アスファルト舗装版切断
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基層用遮水性混合物

仮舗装研掃縁石撤去・路面剥取
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関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

撤去工Ａ詳細図

撤去工A詳細図

※1.撤去工Aの中に、縁石撤去、路面剥取、研掃、仮舗装の費用を含む。

※2.仮舗装施工時には珪砂養生を含む。
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図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

撤去工B詳細図

撤去工B詳細図 82  120
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事務所名
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東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

撤去工C詳細図
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※1.撤去工Aの中に、ステップ1（コンクリート切断、アスファルト舗装版切断、縁石撤去、路面剥取、研掃、仮舗装）の費用を含む。

※2.ステップ1にて地覆部の断面修復が必要な場合については別途協議とする。

※3.端部防水工の中に、ステップ2（路面剥取、端部保護材、仮舗装）の費用を含む。

※4.仮舗装施工時には珪砂養生を含む。

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

施工ステップ図

施工ステップ図

（撤去工A～オーバーレイ工B）
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ICランプ部路肩規制
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

防護車両

交通監視員 交通監視員

交通規制図（1）
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.速度・追越禁止標識に関してはテーパー部が関越道3.2KP～7.5KP、8.5KP～69.7KP圏央道58.4KP～91.5KP

　　区間の場合設置しないものとする。
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.速度・追越禁止標識に関してはテーパー部が関越道3.2KP～7.5KP、8.5KP～69.7KP圏央道58.4KP～91.5KP

　　区間の場合設置しないものとする。
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.速度・追越禁止標識に関してはテーパー部が関越道3.2KP～7.5KP、8.5KP～69.7KP圏央道58.4KP～91.5KP

　　区間の場合設置しないものとする。
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

防護車両

交通規制図（5）
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

防護車両
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第一走行車線規制　(２島規制) 交通規制図(7)

車線規制A1-2・A1-3・A1-2(夜)・A1-3(夜)

関越道 6車線 100km/h区間

500m先 800m先
1200m先

300m先

LED標識又は超高輝度

第1走行

路　肩

第2走行

追越車線

中央分離帯

300400
単位：ｍ

②

交通監視員

回転灯

300

高輝度反射 高輝度反射 高輝度反射

安全太郎

標
識

車

舗
装
補
修
工
事

テーパー部

①

①

50 50 200緩衝帯

LED標識又は超高輝度

自発光デリ

1500m先

自発光デリ 自発光デリ 自発光デリ

自発光デリ

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

交通規制図（7）

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

93  120



第一走行車線規制　(２島規制)

交通監視員

加速スペース

離脱

反射式ラバーコーン　10m間隔
工事箇所

合
流

注

意

交通監視員

回転灯

分流開口部　90m以上

テーパー部

③

本線

高坂

②

交通監視員

標
識
車

交通監視員交通監視員

交通規制図(8)

車線規制A1-2・A1-3

関越道 6車線 100km/h区間

舗
装
補
修
工
事

工
事
車
両
入
口

③

防護車両

交通監視員

交通規制図（8）

あ
り
が
と
う

御
協
力ご

ざ
い
ま
し
た

≪工事箇所IC・PA流出ランプ後方≫

本線

ＰＡ

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所

94  120



交通規制図(9)

車線規制A1-1(夜)

関越道 6車線 80km/h区間

上り　練馬IC～所沢IC間

100

アプローチ

1500m先

50 50 200 200 300 400 300

第1走行

路　肩

第2走行

追越車線

中央分離帯

回転保安灯安全太郎

標
識

車

緩衝帯

工事車両入口

テーパー部

300

30 30

交通監視員

単位：ｍ

高輝度反射矢印板
自発光点滅灯付コーン

超高輝度
LED標識又は 高輝度反射 高輝度反射 高輝度反射LED標識又は

超高輝度

300m先
500m先

800m先 1200m先
交通監視員

舗
装
補
修
工
事

工
事
車
両
入
口

交通監視員

第一走行車線規制

あ
り
が
と
う

御
協
力ご

ざ
い
ま
し
た

①

①

工事箇所

交通監視員

交通監視員

交通監視員

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

防護車両

交通規制図（9）

自発光デリ 自発光デリ 自発光デリ

関 越 自 動 車 道

所 沢 管 理 事 務 所 管 内 舗 装 補 修 工 事

図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所
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交通規制図(10)

車線規制A1-1(夜)・A1-2・A1-3

関越道 6車線 80km/h区間

練馬IC～所沢IC間

交通監視員

交通監視員

交通監視員

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

防護車両

回転保安灯

第一走行車線規制

交通規制図（10）
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施工会社名

事務所名

図面番号
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交通規制図(11)
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

防護車両

第一走行車線規制

交通規制図（11）
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縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所
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交通規制図(12)

車線規制A2-1(夜)
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

防護車両

交通規制図（12）
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図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社

所 沢 管 理 事 務 所
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工事箇所

加速スペース

高輝度矢印板
自発光高輝度規制灯

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)
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交通規制図（13）
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東日本高速道路株式会社 関東支社
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交通規制図(14)

車線規制B1-1(夜)・B1-2(夜)

圏央道 4車線 80km/h区間
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.速度・追越禁止標識に関してはテーパー部が関越道3.2KP～7.5KP、8.5KP～69.7KP圏央道58.4KP～91.5KP

　　区間の場合設置しないものとする。

※5.当交通規制については、交通規制図(34)後尾警戒車配置図に示す後尾警戒車を配置するものとする。

交通監視員

交通規制図（14）
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事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社 関東支社
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交通規制図(15)
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圏央道 4車線 80km/h区間
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交通規制図（15）

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.速度・追越禁止標識に関してはテーパー部が関越道3.2KP～7.5KP、8.5KP～69.7KP圏央道58.4KP～91.5KP

　　区間の場合設置しないものとする。

※5.当交通規制については、交通規制図(34)後尾警戒車配置図に示す後尾警戒車を配置するものとする。
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図面の種類

縮 尺

設計会社名

施工会社名
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東日本高速道路株式会社 関東支社
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交通監視員

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.速度・追越禁止標識に関してはテーパー部が3.2KP～7.5KP、8.5KP～69.7KP区間の場合

　設置しないものとする。

※5.当交通規制については、交通規制図(34)後尾警戒車配置図に示す後尾警戒車を配置するものとする。

防護車両

交通規制図（16）
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.速度・追越禁止標識に関してはテーパー部が3.2KP～7.5KP、8.5KP～69.7KP区間の場合

　設置しないものとする。

※5.当交通規制については、交通規制図(34)後尾警戒車配置図に示す後尾警戒車を配置するものとする。
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交通規制図(19)

車線規制B1-1(夜)

圏央道 4車線 80km/h区間

内回り　日の出IC～青梅IC間
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.当交通規制については、交通規制図(34)後尾警戒車配置図に示す後尾警戒車を配置するものとする。
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交通規制図(20)

車線規制B1-1(夜)
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.当交通規制については、交通規制図(34)後尾警戒車配置図に示す後尾警戒車を配置するものとする。
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追越車線規制

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.当交通規制については、交通規制図(34)後尾警戒車配置図に示す後尾警戒車を配置するものとする。
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追越車線規制

交通規制図(24)

車線規制B1-1(夜)
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.当交通規制については、交通規制図(34)後尾警戒車配置図に示す後尾警戒車を配置するものとする。
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※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

※4.当交通規制については、交通規制図(34)後尾警戒車配置図に示す後尾警戒車を配置するものとする。
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ICランプ規制

交通規制図(26)

ランプ規制A(夜)

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)
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交通規制図(27)

ランプ規制A(夜)

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.工事箇所におけるラバーコーン設置間隔は10ｍ間隔とする。

※3.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)
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交通規制図(28)

ランプ閉鎖A1(夜)

東松山IC　Eランプ

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)
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交通規制図(30)

ランプ閉鎖A2(夜)
川島IC　A・Hランプ

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)
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交通規制図(31)
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交通規制図(32)

ランプ閉鎖A3(夜)
川島IC　Eランプ

※1.予告標識に設置するLED点滅灯は、必要に応じて追加する。

※2.発炎筒(5分用)使用本数は、各テーパー設置・撤去時3本/箇所とする。(設置時：3本、撤去時：3本)

交通規制図（32）
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交通規制図(34)

後尾警戒車配置図流入ランプ部

※1.工事箇所上流のIC流入ランプ路肩に配置すること。

※2.後尾警戒車は維持指定車両を使用すること。

交通規制図（34）
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